
平成26年度 　　【ブロック別
べつ

に発達
はったつ

を見
み

てみよう】

梼原共同調理場

     　 朝晩
あさばん

と昼間
ひるま

の気温
きおん

の差
さ

が大
おお

きく、夜露
よつゆ

、朝露
あさつゆ

が降
お

りてすっかり秋
あき

の気配
けはい

ですね。

　　運動会
うんどうかい

も終
お

わり、収穫
しゅうかく

の秋
あき

と言
い

いたいところですが、4年生
ねんせい

のお米
こめ

は先週
せんしゅう

やっと花
はな

穂
ほ

が見
み

えた

　　ところです。6年生
ねんせい

の神
かん

在
　ざいこ

居のお米
こめ

の出来
でき

はどうでしょうか？みんなで豊作
ほうさく

を祈
いの

りましょう。 （1～4年：低） （5～7年：中） 　（8～9年：高）

　　季節
きせつ

の変
か

わり目
め

は風邪
かぜ

をひきやすいので、体調
たいちょう

管理
　　かんり

に気
き

を配
くば

りましょう。

　　   脳
のう

（神経
しんけい

）の成長
せいちょう

　　　　　　体
からだ

の成長
せいちょう

　　　　　持久力
じきゅうりょく

の成長
せいちょう

　　10月
がつ

の給食
きゅうしょく

目標
もくひょう

：成長
せいちょう

に必要
ひつよう

な栄養
えいよう

をとろう    　生後
せいご

からどんどん脳神経
のうしんけい

は発達
はったつ

し 　　　　身長
しんちょう

や体重
たいじゅう

と一緒
いっしょ

に体
からだ

の中
なか

の 　　　　呼吸
こきゅう

と血
ち

の巡
めぐ

りが一番
いちばん

に成長
せいちょう

　　低学年
ていがくねん

で90％完成
かんせい

します。この 　　　　臓器
ぞうき

もぐんと成長
せいちょう

します。 　　　　します。一生
いっしょう

の骨
ほね

の強
つよ

さも今
いま

成長
せいちょう

に必要
ひつよう

な栄養
えいよう

ってなんだろう？ 　　時期
じき

は、基本的
きほんてき

な食
しょく

習慣
しゅうかん

や動作
どうさ

　　　　リンパが成長
せいちょう

するため、食
しょく

生
せい

　　　　食生活
しょくせいかつ

と運動
うんどう

で決
き

まります。

　　お箸
はし

のマナーなどを「繰
く

り返
かえ

し」 　　　　活
かつ

を良
よ

くし、病気
びょうき

に負
ま

けない 　　　　持続
じぞく

した運動
うんどう

とミネラルを強
きょう

大人
おとな

の人
ひと

に必要
ひつよう

な栄養
えいよう

と違
ちが

うのかな？ 　　「しつづける」事
こと

が大事
だいじ

です。 　　　　体
からだ

づくりが大切
たいせつ

です。 　　　　化
か

した食
しょく

生活
せいかつ

が大切
たいせつ

です。

しょくくん いくちゃん

　　大人
おとな

は食生活
しょくせいかつ

によって、今
いま

の健康
けんこう

を維持
いじ

したり、良
よ

くしたりすることができますが、子
こ

どもの食事
しょくじ

は    脳
のう

の発達
はったつ

を活発
かっぱつ

にする食生活
しょくせいかつ

　　病気
びょうき

に負
ま

けない体
からだ

を作
つく

る食生活
しょくせいかつ

　　  ねばり強
づよ

くなる食生活
しょくせいかつ

をしよう

　　大人
おとな

になった時
とき

の心身
しんしん

の健康
けんこう

の土台
どだい

となるものです。大人
おとな

とは違
ちが

って、発達
はったつ

や成長
せいちょう

に合
あ

わせた食生活
しょくせいかつ

  ①基本的
きほんてき

なマナー（姿勢
しせい

や食器
しょっき

の持
も

ち 　①3食
しょく

、規則
きそく

正
ただ

しい食
しょく

生活
せいかつ

で、成長
せいちょう

に 　①運動
うんどう

・食事
しょくじ

・休養
きゅうよう

を意識
いしき

しましょう。

　　が必要
ひつよう

です。   　方
かた

、お箸
はし

）を守
まも

りましょう。 　　必要
ひつよう

な栄養
えいよう

をとりましょう。特
とく

に朝
あさ

　　 特
とく

に必要
ひつよう

のないダイエットは禁物
きんもつ

。

　②和食
わしょく

・洋食
ようしょく

などいろいろな食事
しょくじ

を 　　ごはんが面倒
めんどう

になる時期
じき

です。 　②カルシウムをしっかりとって、集中
しゅうちゅう

大辞典
だいじてん

その６～心
こころ

と生
い

きる意欲
いよく

を育
はぐく

む食事
しょくじ

　編
へん

～ 　　「繰
く

り返
かえ

し」経験
けいけん

しましょう。 　　「朝食
ちょうしょく

　抜
ぬ

きに　良
よ

い事
こと

なし！」 　　力
りょく

を高
たか

めたり、骨
ほね

を強
つよ

くしましょう。

「大脳生理学より」 　　苦手
にがて

な食
た

べ物
もの

にもチャレンジ！ 　②カルシウムが不足
ふそく

する時期
じき

。牛乳
ぎゅうにゅう

　　インスタント食品
しょくひん

はカルシウムの吸
きゅう

野生
やせい

の動物
どうぶつ

の1日
にち

の行動
こうどう

は、休憩
きゅうけい

するか眠
ねむ

っているとき以外
いがい

は、餌
えさ

を探
さが

すか餌
えさ

を食
た

べています。 　③野菜
やさい

や肉
にく

、魚
さかな

などよく噛
か

んで食
た

べ 　　ヨーグルトなどを取りましょう。 　　収
しゅう

を悪
わる

くするので控
ひか

えましょう。

私
わたし

たち人間
にんげん

も動物
どうぶつ

の一種
いっしゅ

だと考
かんが

えたとき、「食
た

べることは生
い

きることの原点
げんてん

」、「食
た

べることは生
い

きること」 　　脳
のう

の働
はたら

きを良
よ

くしよう。 　　豆
まめ

、小魚
こざかな

も良
よ

いです。 　③鉄分
てつぶん

を補給
ほきゅう

しましょう。海藻
かいそう

、レバ—、

だと言
い

えます。現代
げんだい

の日本
にほん

では食
た

べることは「楽
たの

しみ」であったり、「健康
けんこう

を維持
いじ

する手段
しゅだん

」として考
かんが

えら 　③病気
びょうき

をはねつけるビタミンＡと、 　　きな粉
こ

、煮干
にぼ

しなどを意識
いしき

して食
た

べ

れています。けれども、たくさん間食
かんしょく

をしているのに、太
ふと

りたくないからと言
い

ってきちんとした食事
しょくじ

をしな       やっつけるビタミンＣを。 　　ましょう。

かったり、ゼリー類
るい

やドリンク、栄養
えいよう

補助
　ほじょ

剤
　ざい

などで食事
しょくじ

を済
す

ませる大人
おとな

たちの姿
すがた

があります。体
からだ

に入
はい

る栄養
えいよう

自分
じぶん

に必要
ひつよう

な栄養
えいよう

、きちんと

は、バランスが良
よ

いのかもしれませんが、人間
にんげん

は機械
きかい

ではありません。充実
じゅうじつ

した食事
しょくじ

よりも優先
ゆうせん

したいもの 　　とろうね

がある時
とき

、脳
のう

はそれに溺
おぼ

れ、他
ほか

の時間
じかん

をも費
つい

やしてしまいます。そしていつか、食事
しょくじ

は不要
ふよう

と感
かん

じるように

なり、手遅
ておく

れになってから心身
しんしん

の病気
びょうき

に気
き

づくのです。子
こ

どもの時
とき

から、充実
じゅうじつ

した食事
しょくじ

を繰
く

り返
かえ

すことは、

「人間
にんげん

らしさの脳
のう

」を満足
まんぞく

させ生
い

きる意欲
いよく

を育
はぐく

みます。


